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｢ジ ャ ワ 年 代 記｣の 時 空 性

- 分裂王国マタ ラム宮廷作家の世界像-

宮 坂 正 昭*

TimeandSpaceoftheJavaneseChronicle

CBabad Tanah Jawi9

-ThePuJ'anggas'WorldView intheDivided

Kin皇dom ofMataram-

MasaakiM IYASAKA*

TheB̀abadTanahJawz●'wasbeguninthe17th

i-entury,butwaslargelywrittenandcompiledinthe

18thcentury,whentheMataram Dynastybeganto

LeenclosedandisolatedbytheV.0.C.(TheDutch

EastlndiaCompany). Thecontentofthemanu-

scrlptSremainingintheYogyakartaandSurakarta

courtsisrough一ydividedbetweenthemaintrends
ofthetwocourts.

Thispaperdealswith β̀α∂dd'entriesconcernlng

theHindu kingdom ofMajapahit,Islam in the

Pasisir district (Java's North Coast),and the

V･0･C･atBatavla,intermsoftheirtimesequence

andtheexpansionorcontractionofthespaceofthe

Mataram kingdom.

Undersuchseriouscircumstancesasthepolitical

は じ め に

ジャワには年代記の類,ことに babad と

呼ばれる史書が数多 く存在する｡ ここに選ん

だのは B̀abad Tanah Jawi'であるoBabad

は元来 mbabad ｢森を切 り拓 く｣-｢王宮を築

く｣-｢王都 ･国造 りのことを記す｣, すなわ

ち babad ｢歴史｣を意味する｡Tanahは ｢土
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andeconomicisolationoftheMataramcourtbythe

Dutch,theauthorsofthe B̀abad',thepujangga∫,
triedtoescapefrom theouterworldintotheinner

worldofliterature･ Theyrevivedthegloriouspast

orMajapahitincontemporaneousevents,andthey

incorporatedintothe'Babad'forcignelementsof

Islam andtheV･OIC･,notasheterogeneousbutas

homogeneouselements,as,forexample,intheepi-

sodesofthe'WaZiSanga'(NineSaints),orJang-

kunglntheliaronSakenderstory. Throughout

thechronicle,thepujangga∫Shiftbackandforthin

timeand space,likethenativeGoddessofthe

SouthernOcean,lnOrdertoassertorprotectthe

truekingshipoftheMataram rulers.

地 ･国土｣,Jawiは,高位,年長,未知の人

-の敬語 Kramaで ｢ジャワ｣の意.同等,

下位,年下の者-の言葉 Ngoko では Jawa

と な る [Horne 1974]｡ つ ま り B̀abad

TanahJawi'とは,｢ジャワ国土の歴史｣,こ

の場合 ｢Mataram (マクラム)王国の歴史｣

のことであるが,この名は総 称 と考 え て よ

い. 多分 BabadMatwam (『マクラム年代

記』), Babad Kralon (『王 宮 年 代 記』),

Babadz'ngNEgtLiKz̀nd-Kz'nL2(『古い王の年代

記』), Sajwah R471LiJdwd (『ジャワ王統



宮坂 :｢ジャワ年代記｣の時空性

記』)など, 存在する稿本ごとに別々な名称

があったと思われる [Ricklefs 1972;1976]｡

インドネシア,マレーシアの島峡部では,

年代記 ･史書 ･史伝を表す言葉 として,ジャ
′ヽ●

ワ語の babad のほか, seJarah, hikayat,

tarikh,silsilah(フィリピン talsila),serat,

suratなどアラブ語に由来する語を用いてい

る｡

1̀3abadTanahJawi'のく時空性)とは,マ

クラム宮廷の年代記作家 pujanggaたちがみ
よう

た歴史や世界の有 り様,そのコスモロジーを

いう｡ 以下,本稿では, ｢ジャワ年代記｣を

通 してこのく時空性)を考察する｡本稿の構成

について略述すると,まず Ⅰでは,史料典拠

および時間の観念に触れ,ⅠⅠでは,｢年代記｣

世界の時間の連続性を Majapahit(マジャバ

ヒト,ジャワ語モジョパ ヒト)王国の最後と

結びつけて論 じ,ⅠⅠⅠでは,イスラムが ｢年代

記｣に定置される状況を述べる｡ また ⅠVで

は,マクラム王国の正史および正統性を保証

するく守護神〉を,Vでは,オランダが ｢年代

記｣に定置される状況を述べることにする｡

Ⅰ ｢ジャワ年代記｣の稿本と執筆時期

1. 数種の ｢年代記｣ と Meisma版の欠陥

ジャワおよびバ リに伝わる年 代 記 の 中で

も,Na-garaheyrla-gama や Pararazon が代

表的であり,これに加 えて B̀abad Tanah

Jawi'も著名であり,その編纂自体が歴史を

有 している｡

すなわち, ｢ジャワ年代記｣ にはさまざま

な原稿 ･訳文が存在 したか ら,その執筆時期

も何回かあったと想定できるのである｡ マク

ラム王国は1757年まで続いたが, ｢年代記｣

には1743年までのできごとが記録された｡各

稿本に共通する主要部分は17世紀前半にはで

き上がっていた｡まず,この世のはじまりか

ら1677年のマクラム王宮没落に至る個所は,

1705年より少 しのち,PangeranAdiLangu

二世が執筆 した｡作者は同王宮没落までの話

を, それ以前の Pajang 王宮没落までの話

で代置 したと思われ る｡次 に,1677年 か ら

1718年までのカルタスラ期に関する個所は,

Mangkurat四世の治世 (1719-1726)にスラ

バヤ出身の CarikBaj(a)ra,のちの TElmeng-

gungTirtawignaが書いた｡カルタスラ王宮

は,マクラムが破壊 した Pajang王宮か ら遠

か らぬ地に建て られたマクラムの新王宮であ

った｡Pajang最後の支配者 A(di)wijayaと,

マクラムの SunanMangkurat一世 (Sunan

Tegalwangi)の話 とが重複する部分が多い｡

1677年 Mangkurat二世が即位 したが,作者

は, 同二世を継 ぐのは息 子 の Sunan Mas

(Mangkurat三世) ではな く, Pangeran

Puger(Pakubuwana一世)であると主張 し

た｡さらに,1718年から43年までのカルタス

ラ期についても,恐 らく Carik Bajra が,

PakubuwAna 三 世 の治世 (1749-1792) の

1757年よりのちに完成 した｡作者は,同三世

の母親が出た Purbaya家に格別な関心を払

っていたとみられる｡ すなわち, 1628-1629

年,マクラムが 2度バクビアを攻撃 した 際

の Pangeran Purbaya の奇 跡 的行 為 や,

Mangkurat一世の治世中には大いに疑わ し

い政治的役割を演 じて いた後 が,1676年 の

G6godogの戦いで, 王の忠実な家 臣として

英雄的な最期を遂げたことが記されているの

で あ る [Djajadillingrat 1913:222-224;

Graaf 1965:123,129]｡

これ らがオランダ人編者によってオランダ

で公刊された経緯をみておこう｡∫.J.Meisma

が1874年,Kertapradja版と Winter版とを

参照 してまとめたジャワ語版は688ページか

らなり,これを W.L Olthofがオランダ語に

卸訳 し1941年発行 した｡最 も流布 した の が

Meismaのジャワ語版をローマ字綴 りに改め

たもので,やはり1941年オランダで出版され
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ている｡ 362ページか らなるこの本は, Poe-

nz'A,a SeratBabad Tanah Djaw3'W z'wzlt

Sa丘Z●ngNabz'AdamDoemoegz')ngTaoen1647

の題名をもち,筆者は同書をこの翻訳本のマ

レーシア語版 BabadTanahJawa とともに

もっぱ ら使用 した｡だが,Meisma版は重大

な欠陥を有する要注意の書なのである[Graaf

1965:121;Ricklefs 1972:292]｡それは,

今後の ｢ジャワ年代記｣研究では見逃すこと

ができない新資料が発見されたことによる｡

これら新資料の状況を Ricklefs[1972;1974]

に基づいて略述すれば,次の通 りである｡ 一

つは大英博物館追加稿本 12320号 Babadz'ng

Kraton(略称 BabadKralon)で,｢ジャワ年

代記｣の最古のテクス トである｡これは1777

-1778年 (ジャワ暦 1703-1704年), ジョクジ

ャカル タの宮廷 で Sultan Mangkubumi,

Amangkubuwana一世 (在位1755-1792)の

義理の息子 RadenTem6nggungDjajengrat

が著 した,1,400ページの大冊である｡Adam

(アダム)に始まる神話的な歴 史 か ら西暦

1742年のカルタスラ没落までを扱っている｡

もう一つは18巻本からなるレイデン大学稿本

1786号で,スラカルタ宮廷の ｢文芸復興期｣

[Pigeaud 1967-1970:Vol.1,235]1836年に

完成 した｡同書は 『大 Babad』 と呼 ばれ,

1768年までを扱 っている｡同書のジャワ文字

を,レイデン大学で助手を勤めた J.Soegiarto

がローマ字綴 りに直 し,これを1939-1941年,

インドネシアの BalaiPustaka社がジャワ語

で2,500ページに及ぶ31分冊の形で出版 した｡

だが, この31分冊 は, 『大 Babad』 が扱 う

1768年までではな く, 1745-1746年 まで しか

収めていない. 1747-1768年 までの個所はっ

いに出版されなかった｡『大 Babad』の1722

年 (ジャワ暦1647年)までを簡略に要約 した

ものが Meisma版であった [Ricklefs 1972:

292]｡

上記 2資料 とも,内容的には全 く同一では
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な く,一方が他方からとり入 れ た ので もな

い｡なぜならジョクジャ (カルタ) とスラカ

ルタ (別名ソロ)の 2王宮の関係は,文学上

の共同研究を可能にする状況にはなかったか

らだ [ibz'd.:290]｡ しか しながら両テクス ト

とも,1755年にマクラム王国が 2王宮に分裂

する以前のカルタスラ宮廷に存在 したと推定

される ｢カルタスラ版テクス ト｣に基づいて

いるのかもしれない｡ こうして, ｢ジャワ年

代記｣のさまざまな異本の内容は,両王宮の

二つの流れに大別できる｡

2. ジャワの暦- シャカ暦 と Wuku 暦,

暦法 (candras6ngkala)

シャカ暦 (陽暦)は,西暦78年 3月14日に

インドから帰国 し,Mendang国 (現 Blora

市)を創設 し,ジャワ語を発明 したと伝え ら

れる AjiSaka(幼名 Tritustha/Tritresta,の

ち Kediriの Jayabaya王)に 因ん だ名前

である [SriJacat 1975]｡ アジ ･サカ (ソ

コ)の名自体,｢按司｣(?) シャカ (釈迦)

であろうから,シャカ暦はインドの暦を意味

しよう｡ジャワでは古期ジャワ語の時代から

1633年まで使用された｡バ リ島では現在でも

使用 している｡陽暦なので西暦か ら78年を引

けばこの暦 となる｡また,シャカ暦 (陰暦)

と, 1年が354-355日か らなるイスラム教の

ヒジュラ暦 (陰暦) とを組み合わせた ｢ジャ

ワ暦｣が,SultanAgungによって1633年以

降採用された [Ricklefs 1974:17;1981a:

43]｡1)西暦 (陽暦)は西洋人の到来 とともに

知 られたが,ジャワ暦が陰暦のため,西暦に

合わせた PranataMangsa･暦 (農事暦)'がソ

ロの susuhunan によってはじめられ,1855

年 6月22日以降用 い られ ている [Primbon

1979:10-11]｡

Wuku暦は,AjiSaka以前より用いられ

たジャワ最古の暦 といわれる｡Pararatonで

も KenAngrok は,文字の読み書 き,文法
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とともに,candrasengkala,Wuku暦,月 と

時間の計算を修行僧か ら教わ っている[Para-

ralon 1965:16]｡Wukuのいわれは B̀abad'

の冒頭,ジャワのは じまりの個 所 に述 べ ら

れている [Meisma版 1941:ll; Ramlan

1975:4]｡

Giling Wesi(｢鉄の臼｣)国 の Watu

Gunung(｢山の岩｣)2'王には,Sinta姫3'と

Land芭p姫のふた りの妃がいた｡王は Sinta

姫 との問に27人の男児を もうけた｡王が彼

女の実子であることが判明 した時,姫は夫

を遠ざけ,天女 と結婚するよ うに しむ け

た. 天の Suralaya国は BataraGuru(ヒ

ンドゥー-ジャワの至高神)が治めていた｡

神 は息子 の Wisnu (Vishnu) に Watu

Gunung を殺すよう命 じた｡ 夫 を失 った

Sinta 姫の欺 きの涙が洪水 となってジャワ

全土を覆 ったため,BataraGuruも困 りは

て,WatuGunungの死か ら数 日後,彼を

喪 らせた (黄泉返 り)｡ 地上を好まず, 妻

や子供たちと天国に暮 らす こ とを願 った

WatuGunungは,毎週 7日ごとにひとり

を天国に呼び寄せることにした｡こうして

1)ただし,Pigeaudは新しい暦の採用を1625年の
ことだとしている [Pigeaud 1967-1970:Vo】･
1,32,157]｡西暦1625年/1633年以前のできご
とは,シャカ暦に78年を加えて西暦を求めうる

が,その際注意すべきは,たとえ ｢年代記｣に
記された各事件が事実の何らかの ｢反映｣であ
り,作者の ｢真実｣を述べたものであるにせ
よ,事実そのものではないこと,従って,｢年
代記｣中のシャカ暦を換算して得られた西暦の
年号が ｢史実｣か否かはことごとく疑ってみな
ければならないことである｡この点で,歴史家
が提示した年号とシャカ暦との差は常に78年で

はなく,数年のズレが生じる場合がある｡この
ズレをさらに埋めるためには,今後,各年代記
の比較を通じ,ある事件に付したシャカ層の象
徴的な意味を解明し,他史料とつき合わせるこ
とによって暦の真偽を明確にすることが急務で
ある｡

2)Pararaton の最後のページに,wuku Watu-
gunungの語がある 【Pararalon 1965:59]｡

3)Ra-m和′anaの Sita姫｡

最初に Sinta姫,次 に Landep姫,それか

ら27週かか って27人の子が天 に呼ばれた｡

これが30週の名前のいわれとなった｡30週

210日で半 Wuku年,420日で 1Wuku年で

ある｡4)

Candrasをngkalaは,C.C.Berg教授によ

れば Cakak昆la(シャカ時代) に由来するか

ら, シャカ暦 とほぼ 同一 視 で き る [Berg

1965:89]｡これは年号を意味すると同時に,

起 こったできごとの意味をも判 じ物 ･暗号文

のように秘めている独特な時 の表 し方 で あ

る｡

例えば,DさmakのM昌sjidAgung寺の建

立について,蛇や亀,中央扉の雷の絵か ら

くナ-ガ ･サ リラ ･ワニ(nagasalirawani))

シャカ暦1388年を,人が通 るまっす ぐな廉

くコリ･トゥルス･グナ- ン･ジャンミ (kori

trusgtlnaningjanmi)〉はシャカ暦1399年

を,くゲ二 ･マティ ･スイニラム ･ジャンミ

(genimatisiniram janmi)〉 (火は人に消

されて死ぬ)は Demak国の成立を,それ

ぞれ読み込んでいるという｡ また,イマー

ムの場所にある陸亀の絵か ら,亀は頑が一

つ,足 4本,胴体は 0,尻尾 1で, シャカ

暦1401年を得る｡だか ら Agung寺ができ

たのは,遅 くとも西暦1479年 ということに

なるという [Salam 1963:24-26,33]｡

Na-garaheyrla-gama にも見出される S6ng-

kala は,｢年代記｣の年代の骨組み として用

いられたのか, 逆に, ｢年代記｣の中の年号

を抜 き出 してまとめたものなのかは未だ不明

である｡だが,事件の年号を記憶するこの方

法は,年代記 とも構造的に似 て い る こ とか

ら,ジャワ人の思考における神話的な年代パ

ターンを探 るうえで重要な洞察を与えて くれ

るはずである [Ricklefs 1976:341]｡

4)暦の上ではWatuGunung王は,第 1週目では
なく,第30週目に配置されている｡
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3. 世紀末転回期の不安と期待- ｢歴史は

繰 り返す｣

ジャワ暦1600-1700年 のころ, つまり西暦

1677-1774年の時代は, B̀abad'を書 くうえ

で,pujangga たちや宮廷の人 々が,まだ記

憶に鮮やかなことがらを記録 して いた時期

である｡ ジャワ暦 1600年, マクラムの王都

Pleredが,Trunajayaの率いるマ ドゥラ人た

ちによって陥落 し,1603年カルタスラ朝が創

設 された｡どちらも実際にあった事件である

が,二つのできごとの100年,200年前,ある

いは100年,200年後をみるという見方が生 じ

ていた｡ すなわち,'00年にはそれ ま で存続

した王朝が滅び,'03年に新王朝が興 る とい

う世紀末 ･終末思想 と,英雄 ･救世主待望論

である｡1600-1603年 と,1500-1503年および

1400-1403年 とをダブらせて過去をみ,1700-

1703年の現在 と, 1800-1803年 の未来を予想

するのである [Ricklefs 1974:ll,m.41;

1981a:97;1981b:504].か くして,Babad

Kraton や sengkalaの リス トによれば,ジ

ャワ暦1200年にPajajaran(パジャジャラン)

王国が興 り,1300年に滅んだ｡そして1301年

にはマジャバ ヒトが興 って,1400年 に滅 ん

だ｡1400年に Demak が興 り,1500年に滅

ぶ｡ Pajang の興 ったのは1503年だという｡

各事件が史実通 りかは疑わ しいが,これらが

世紀循環 思 想 の モデル となった [Ricklefs

1974:Chap.7;1981a:97]｡

18世紀にはマクラム王国の分割が永久的な

ものとなる気配があったので,世紀末の王権

の正統性に対する危機が再び近づいた｡ジャ

ワ暦1700年は1774年 3月にはじまり, 1王宮

が滅ぶことが予想されたため,分裂 したジョ

クジャとソロの両宮廷は1771-1774年 に土地

や領民のとり決めを結び,共存関係を保つこ

とによって危機を回避 した[Ricklefs 1981a:

98;1981b:503-504]｡

ジャワ暦1700年,ジョクジャの皇太子,の
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ちの Amangkubuwana二世は,SeyratSuり′a

Raja(『王たちの太陽の書』)を著 した｡1703

午 (1777年),ジョクジャで Babad Kraton

が書かれた｡1700年には何の王朝 も滅びず,

1703年には何 も創設されなかった｡理論の方

ができごとに先行 した結果,事件を未然に防

ぐ措置として,上記の 2書が執筆 され た の

だと考えられる [Ricklefs 1974:Chap.7;

1981a:97-98;1981b:505]｡

ⅠⅠ ヒンドゥー王国マジャバヒト

- ｢現在する｣過去の時空

1. 王国創設者 RadenSusuruh

Raden Susuruh (ススル殿下) はパジ

ャジャラン王の息子であった｡父王が殺 し

たアジャル 5)･チュパカ6)という修 行 僧 の

子アルヤ ･バニヤツ･ウィデ (幼名スイユ

ン･ワナラ)に父を殺され,国 を追 わ れ

た｡一行が辿りついたコンパ ン7)山には,

チュマラ8)の樹の下で苦行を続ける老修行

僧アジャル ･チュマラ･トゥンガル 9)がい

た｡実はこの人物は,ススル王子の祖母の

妹で,結婚を嫌 って山にこもっていたので

ある｡老人にも,美 しい娘にも変身できる

術を心得る両性具有の修験者は,王子に,

｢東に進み,苦いマジャの樹が生える地に

国を拓け｣ と進言 し,｢汝がジャワ全 土 を

支配する王 となったら会おう｡ 私は全霊を

連れて海に移 り,王 となった者 と結婚 し,

Pamantingan の北方 と Merapi山の南方

を統治する子孫を残す｡汝が困難に直面 し

たなら,霊たちが助けて くれるであろう｣

5)Ajarは阿閣梨であり,学者 ･名僧をいうが,
修行僧 ･修験者の場合が多い｡

6)Cさpakaはくちなしの木｡
7)Kombangは丸花蜂O死霊がとりつく[Knap-

pert 1977]｡
8)Cさmaraは木麻黄の樹｡

9)Tunggalは ｢唯一(の)｣の意｡
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と予言 した｡予言通 り東の Singasari王国

を目指 したススル王子一行は,途中 1本の

マジャの樹の下で止まった｡ 一つ しかない

実を食べると苦い (pahit)味が した｡彼 ら

はここに居を定め,Majapahit村 と命名 し

た｡のちには国となり,大 い に繁 栄 した

[Meisma版 1941:15-17;Ramlan 1975

:8-9]｡

別の史書 Pararazonl1965:42-44]には次

のように記されている｡

マ ドゥラ島に逃れた SingAsえri王国の

RadenWijayaは,同島の代官バニヤツ･

ウィデ (称号アルヤ ･ウィララ一一ジャ)の

助言に従 って, Trik の森 を切 り拓 いて

(mbabad)いた時,腹を空か したひとりが

マジャの実をか じったところ,非常に苦か

った｡それ以来, その地は Majapahit村

として知 られるようになった｡

上述のように,東のマジャバ ヒト建国と西

のパ ジャジャラン王国は,深 く結びついてい

る｡Pajajaran とは,Pe十ajar-ajar+an(阿

閣梨 ･修験者たちの場)であろうし,Para+

hyang+an (神 ･霊たちの座) もしくは Pa

十rahyang十an(聖者 ･隠者の庵) こと Pri-

angan(プ リアンガ ン) ともつながっていよ

う [Ricklefs 1974:375,n.32,33]｡さらに,

海に渡 り,M6rapi山の南で全霊を従え,王

と結婚する修行僧 (かつてのパ ジャジャラン

王女) こそ,南海の女神である [Z-b2'd∴ 403,

n.87]｡Pamantingan(-マクラム)の北を統

治する子孫たちとは,のちにジャワ海沿岸一

帯にイスラムを布教 した WaliSanga(｢9聖

者｣)たちを指すのであろう｡

2. 最後の Brawijaya王

Brawijaya (ブラウィジャヤ)王には,

チャンバ (占城)か ら迎えた正妻,マジャ

バ ヒトの森に住んでいた怪女工ンダ ン･サ

ス ミタプーラという妾,支那の姫がいた｡

妾 との問の子ディラーは,のちにスマ トラ

のパ レンバ ン王 となり,アルヤ ･ダマルと

名乗 った｡支那の姫は妊娠 したまま,宰相

Gajah Mada(ガジャ ･マダ)につき添わ

れ,アルヤ ･ダマルのもとに贈 られた｡姫

が生んだ王 との間の子が RadenPatah,姫

とアルヤ ･ダマル との 問 の子 が Raden

Husen である｡ふたりは異父兄弟であり,

アルヤ ･ダマルと RadenPatah は異母兄

弟 となる｡また,王が性病 (raja-singa)に

かかった時,天の声があり,声の通 りに,

昔,正妻がチャンバか ら連れてきた黄色い

Wandanの女 と交わると病気は回復 した｡

この女が生んだ子は8歳になった ら殺すよ

う王に命 じられていたが,召使いのひとり

は RadenBondanKejawan(Kejawen と

も綴 り,｢ジャワ核心域｣の意) と名づけ,

秘かに育てた [Meisma版 1941:19-24;

Ramlan 1975:13-15]｡

燃える子宮をもつ Wandan の女 こそは,

Pararalonの KenDedesの再来であり,燃

える子宮の女 と交わった者は王にもなりうる

[1965:25]｡のちに Senapati(セノパティ)

と交わる南海の女王 も,同 じ役割を演 じてい

る [Meisma版 1941:77-79; Ramlarl

1975:56-58]｡

マジャバ ヒトの最後が到来 した｡王が屋

占い師に自分の亡 きあとの王国の運命を尋

ねると,王の血筋を引 く者は現れても,王

国はマクラムに移 るとの回答であった｡や

がて,BintaraDさmakの Adipati(Raden

Patah)が北部沿岸 (Pasisir)の全イスラム

教徒軍を率いて,異教の父王のマジャバ ヒ

トに進軍 し,王宮に踏み込んだ｡マジャバ

ヒト軍にはなす術 もな く,王は忠実なガジ

ヤ ･マダ宰相10)たちとともに塔に登 り,消

10)ガジャ･マダは,｢年代記｣中ではマジャバヒ
ト滅亡まで存命していたとされる｡
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えてな くなった｡王が亡 くなる時,硬木の

ような一条の光が大音響とともに王宮から

飛び出し,Demak に落ちた [Meisma版

1941:29-30;Ramlan 1975:20]｡

王たちの昇天 (merad)は,｢王殺 し｣のカ

モフラージュかもしれないが,マジャバ ヒト

の単なる敗北ではな く, ヒンドゥー教を奉 じ

た王の不死の象徴とも考えられる｡11)

欧米の歴史家 や ｢ジャワ年代 記｣研 究 者

は,マジャバ ヒト朝没落をジャワ史の断絶 ･

分水 嶺 とみ て い る｡ だ が,ジ ョクジャの

BabadKralonやソロの 『大 Babad』の作者

pujangga たちは,マジャバ ヒトの没落はイ

スラムの興隆にあるのではな く,む しろ新興

イスラム諸国へと連続的に結びついていると

みている｡ つまり,ジャワのイスラム化にと

っては,マジャバ ヒトの滅亡が不可欠の要素

であったとは考えないのである｡なぜなら両

テクス トとも, ブラウィジャヤ王 は息子 の

Bintara の Adipati(RadenPatah)の新宗

教に反対 しなかったどころか,息子のイスラ

ム改宗を願 ったことを示唆 している｡また,

Meisma版とは異なるが,BabadKralonで

は,RadenPatahはいく分無分別な,運命に

翻弄される狂信的な信者だと描かれるのに対

し,弟である Terung の Adipati(Raden

Husen)の方が同情的に描かれている｡ つま

り,宗教 としてのヒンドゥー教かイスラム教

かではな く,父親を選ぶか兄を選ぶべきかと

いう個人の忠孝に関わるジレンマを抱えて悩

むのである [Ricklefs 1972:291-296]｡

ジョクジャやソロの支配者たちは,冒らを

マジャバ ヒト時代およびそれ以前の時代にま

でさかのぼる伝統の継承者だとみなし,先祖

ll)Pararalonでも,Singasari王 KenAngrokに

滅ぼされた Daha国の DangdangGendis王
は, 3人の妹たちとともに空に消えた [1965:

31]｡SajarahBanteynではパジャジャランのシ
リワンギ王が,ルダマラ姫とともに昇天 した

[Djajadiningrat 1913:285]｡
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をブラウィジャヤ王に跡づける｡だがその際,

王とつなげるのに, Bintara (のち Demak)

の Adipatiたる RadenPatahを通 じてでは

な く,Wandan の女 との問 の息子 Raden

BondanKEjawanを通 じて結びつけた ので

ある [Djajadiningrat 1913:4]｡繰 り返 し

になるが,マジャバ ヒトの没落 とイスラム導

入 とは,pujanggaやジャワ宮廷人の目には,

人間の愛情の梓を越えて運命づけられ,予言

された,王朝にとって必要なできごとだと映

ったのである｡ それ故,二つの事件は,ジャ

ワ史のパターンにおける決定的な断絶ではな

く,む しろパターンに不可避 の要 素 で あっ

た｡宮廷人たちにとり,過去は無に帰するも

のではな く, ｢現在 し｣続け, 舞台裏で待機

している時空にはかな らないのである [真木

1981:16-20]｡

ⅠⅠⅠ イスラム- 時間の定置

ジャワ海沿岸地域 (Pasisir)と9聖者

ジャワのイスラム化に尽力 した伝道師たち

は後世,聖者 (Ar.Wali,Jw.Sunan)として

尊敬されたが,ことに,伝説 と史実の間にあ

ってWaliSangaと呼ばれた9聖者が有名で

ある｡彼 らの多 くは死後,埋葬された土地に

因んで ｢Sunan+地名｣で称号されている｡

Sunan は,susuhunan の略称である｡ ただ

し,何人 もの Waliたちのうち,誰がその9

人であるか確定は難 しく,生存年代 も不明で

あるといった方が正確である｡Meisma版で

はマジャバ ヒトの最後の時期に,西方 (マ レ

ー語では ｢風上の国｣)から Makhdum Bra-

him Asmara(MaulanaMaliklbrahim か)が

チャンバに至り, こ こか ら息 子 の Raden

Rahmat(のちの Sunan Ngampel/Ampel)

と RadenSantriの兄弟がジャワに渡 ったこ

と,Juldahの国か ら来た Syekh(Seh)Wali

Lanang は,ジャワ東端の Blambangan の
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姫 との間に Sunan Giriをもうけたこと,

SunanAmpelの子 SunanBonangとSunan

Giri は, マラッカにいた Syekh (Sunan)

WaliLanang (SeTj'ara/iMeyZayu 中の Tun

SriLanang か)のもとで学んだこと,西方

の国か らは托鉢僧 SyekRahidin が Ampel

Denta に来ていたこと,などが述べ られ て

いる [Meisma版 1941:18-21;Ramlan

1975:12-13]｡

SunanAmpelの孫娘 と結婚 した Raden

Patah は,Bintaraの森を拓 き,そこにム

スジッド (モスク)を建立 した｡やがて,

ここが ジャワ最 初 の イス ラム教 中心 地

D6mak国になり,彼は S̀ultan'を名乗 り,

SenapatiJimbun Ngabudurahman Pa-

ntlmbahan Palembang Sayidin Panata-

gama と称 した [Meisma版 1941:24;

Ramlan 1975:20]｡

歴史上,sultanの称号は,のちのマクラム

第 3代の王 SultanAgung以降に使用された

ことになっている. それ以前には, raja や

pangeran(神,領主,王子), panembahan

(尊崇された人物<S6mbah｢敬 う｣), susu-

hunan (尊敬 され た人 物<suhurl｢尊敬す

る｣),または sunan(聖者)を代 りに用いる

のがふつうであった｡ B̀abad'は,Demakの

のちの Pajangの支配者 もsultanを名乗った

ことを記 しているが, このこ とか ら逆 に,

B̀abad'の執筆時期が推定できる｡ すなわち,

B̀abadTanahJawi'の最初の草稿は,マタ

ラム王国の版図が最大の時期,SultilnAgung

が sultanの称号を有 した最後の数年問(1641

-1646年)に書かれたものと想定でき るの で

ある tRicklefs 1974:17;1981a:=40]｡

Meisma版には,上述のごとく,外国人の

血筋を継 ぐ Sunan たちが何人か登場 した｡

だが, B̀abad'中で傑出 して描かれるのは,

生粋のジャワ人 といわれる Sunan Kalijaga

(幼名 Jaka Sahid) である [Meisma 版

1941:2ト22;Ramlan 1975:13]｡

SunanKalija･gaは, マジャバ ヒ ト朝の

高官を父にもち,姉は SunanAmpelの妻

であった｡若いころは賭け ご とに凝 り,

Jさpara まで出掛けたことがあり, Lasem

の北東の森で追いはぎまでやっていた｡ こ

こを通 りかかったSunanI】onangが 4人に

変身 できる術をみせたのちは,足 を洗 っ

た.Carebon(Cirebon)の川岸 (kalijaga

｢川守 り｣の名はここに由来する)などで

数年に及ぶ修業を終えたのち,その地を治

める SunanGunungjati(｢チークの山｣)

の妹 と結婚 した｡

彼が Demakのムスジッド建立に関わった

エピソー ドがある [Meisma 版 1941:30-

31;Ramlan 1975:21]｡

ムスジッド建立はシャカ暦1428年11月 1

日である｡その前々日,彼が建材を集めて

一つに縛 っておいた ら,翌 日に柱 となり,

1日には完成 したという｡ 導師は Sunan

Kudus,祈 りの方角はメッカのカアバ神殿

である｡寺院建立か ら1週間後,Waliた

ちが読経のさ中に包みが落 ちてきた｡ 羊皮
ど ぎ

の包みの中には,英産 と予言者ム- ンマ ド

の肩掛けが入 っていた｡SunanBonangの

案で包みは Kalijagaが所有することにな

った｡彼が羊の毛皮で作 った上着は (これ

より前のエピソー ドに登場する天女の羽衣

と同名の)Antakusumaもしくは｢キヤイ･

ダンディル｣ と呼ばれ,王が即位の際に着

用することとなったが,Demakと Pajang

の両王はそれを拒んだ｡12) のちに,上着は

彼か らセノパティに譲 り渡 された｡

聖者たちの大立者である彼 に は, そ の ほ

か,信仰告白 (カ リモソド<kalimatsyaha-

12)両王が拒否した理由は,この上着を着ることを
義務づけられたのは,ヒンドゥー教の,もしく
はイスラム神秘主義 SG石sm の色濃いマクラム
の王たちであると知ったためであろうか｡
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dat) の話,バティック布地の模様や歌 詞 の

創作,ワヤンの利 用 な ど, お よ そ ｢ジャワ

的｣なる多 くの物 との関連がいい立て られて

いる [Salam 1963;Geertz 1968]｡

BabadKralon中には,上述 した Meisma

版の聖者以外に,SunanMurya,SunanSiti

Jenar(LemahAbang), SunanBayatの名

も記 されている [Ricklefs 1974:4,n.12;

1981b:9]｡

内陸マクラムの宗教が思索中心で ｢神人-

如｣を説 く神秘主義的傾向を帯び,Pasisirの

イスラムが正統的な遵法主義の壁塁を築いて

い くにつれて,内陸 と沿海地域の間の反 目が

広がった｡それ故,｢9聖者｣説話は, Pasi-

sir が同 じジャワ語を話す, ジャワ人の領域

であるという意識か ら,および,マクラム王

国がアンチ ･イスラムではないことを証明す

る理由か ら,｢年代記｣に挿入 したの だ と思

われる｡

ここで一言 す べ き こ とは, 少 な く と も

Meisma版には ẀaliSanga'なる語は見出

されない点である｡ に もか か わ らず, ｢9

(もしくは8)聖者｣ という場合の8なり9

の数は, Pasisir の人 々やマクラム宮廷人に

とっては世界や社会全体を象 徴 す る聖 数 と

して知 られ た はず で あ る [Djajadiningrat

1913:103;Pigeaud 1967-1970:Vol･17
150]｡｢8に して 9｣を図示す る と,方 形 の

地に中央 と八万位 とを結べば,外周 との交点

は8,それに中心 点 を加 え れ ば, 9 (図)

になる｡結び方 によってはマ ンジの形 (出)

にもなる｡また, マクラム朝の上 部 組 織 か

ら下部組織にわたって広 く存在 した といわれ

る mancapat(｢外部の四つ｣)観念 に従えば,

中央の村を囲む,東西南北四つの村,さらに

その外側の四つの村を加えれば9村 となる｡

円で描けば,最初の小円には中心点,その周

りの同心円に四つの点,次の円にも四つの点

を書 き入 れ る (㊨)｡ こ う して, 9人 の聖
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者の配置図はさなが ら麦 茶 羅 で あ り [馬淵

1976:455-462],その中心 に来 るのが Sunan

Kalijagaであろう｡

ⅠⅤ マタラム王国- 正統の系譜

1. 創設者セノパティと3代 SultanAgung

Senapatiは ｢大将軍｣ を意味す るが, マ

クラム王国初代の王の固有名詞 として用いら

れている｡ Demak王になった RadenPatah

がセノパティの称号を有 した最初の王 として

描かれた｡オランダ史料で明確に登場す るの

は ｢偉大なスルタ ン｣を 意 味 す る3代 目の

SultanAgung以降であるか ら,初代の王は

極めて謎多 き人物であり,その命名法 も,日

本神話の ｢神武｣や ｢崇神｣の名称のつけ方

と似通 う点がある｡セノパティが実在 したか

否かで,C.C.Berg教授 と deGraaf博士 と

の問に論争があった｡13' B̀abad'では,セノ

パティが王 となる経緯が次のように描かれる

[Meisma版 1941:65-76;Ramlan 1975:

48-55]｡

KiAgengMataram(｢マクラムの太公｣)

と呼ばれた KiAg昌ngPさmanahanは,森

であったマクラムを建国 し, NyaiAging

Sabahの長女で KyaiAgingJurumartani

の姉 と結婚 し,NgabeiLoringPasar殿下

(のちのセノパティ)を も うけ た｡ あ る

13)I3erg教授は,｢セノパティは実在せず,彼の特
徴といわれるものはすべて SultanAgungの特

徴であり,SultanAgungに系譜を与えること
を意図した後世の創作である｡セノパティの父
親が死に,彼が王座についたとされるシャカ暦
1535年 (1613年)は,実はSultanAgungの即
位の年号である｡ 故にセノパティの挿話は,

Agungの話に古い日付をつけたものだ｣とす
る｡DeGraaf博士は,マクラムは Agungが
支配者となる20年前から主要な政治勢力であっ
たから,セノパティが全くのちの王朝神話作り
の産物だとはありえない,と反論する[Ricklefs
1974:12]｡
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時,喉の乾 いた太公が,友人の家で,知 らず

に声を発す る熟れていない郁子の実の汁を

飲んだ ことか ら,息子がジャワの王 となる

ことが運命づけられた｡また,セノパティ

の叔父 KiJurumartaniは,Lipuraの地

で寝ていたセノパティの頭近 くに空か ら屋

が落 ちたのをみた｡人間のように喋 る星 は

セノパ ティに, ｢天命 は下 った ｡ 汝か ら汝

の孫 まで比類なき王 となろう｡ だが,曾孫

が最後の王 となるころ,マク ラム国内は混

乱 し,日月 は隠れ,当星が毎晩現れ,山は

裂 け,地震が起 こり,灰の雨が降 って国は

滅びるであろう｣ と伝えたあと消えて しま

った ｡

Demak の最後には,MErapiLLJや Kidul

山が爆発 して灰の雨が降 り,陸には川の泥や

岩石が襲 った と B̀abad'は述べ,-7クラムの

最後の姿を暗示す る｡

予言 された国の最後に至 るまでマクラムを

守 るのは ｢南海の女神｣Nyai(｢女｣)･Rara

(｢姫｣)･Kidul(｢南｣)である [Meisma版

1941:77-79;Ramlan 1975:56-58]｡

セノパティは三 日三晩,南海の海底 にあ

る女神 の宮殿で楽 しく過 ごし,女神 か ら国

を統治す る方法 も学んだ｡彼 自身にも神通

力があ り,濡れずに海面を歩 いた り,海水

を熱 くして魚たちを煮た り,生 き返 らせた

りで きた｡

さらに彼 には,彼 に しかみ え な い守 護 霊

Juru Taman(｢庭師｣)がつ き従 って い る

[Meisma版 1941:89-90;Ramlan1975:65]｡

Pajang の王が, セノパティ軍の反撃を

受 けて敗走中,乗物か ら落 ちたのが もとで

病 にな った｡JuruTamanが王の胸に入 り

込む と,やがて王は息を引きとった｡

これは毒殺の別な表現であろうか｡変幻自

在な JuruTamanは,単なる ｢庭師,園丁｣

なのではな く,｢庭番, 隠密, 影忍｣ として

の役割を担 っていると考え られる｡,

セノパティはマク ラム最初の支配者 (称号

Senapati ing Ngalaga Sayidin Panata-

gama)として王国の 基礎を作 った と思われ

るが,その治世は一連の戦闘,それ も大部分

が Pasisirに対す る戦 いだ った と記 されてい

る｡ 中で もス ラバヤが最大の敵であ り,息子

の代で も制 圧 で きず, 1620-1625年, 孫 の

Agung の代 にスラバヤを攻略 した｡ セノパ

ティは1601年 に死んだ とされ,子供 は 9人あ

った ｡

最初の子 は,彼 と,殺 された夫の復讐を

はたすまで山中に裸で こもったカ リニ ヤマ

ッ ト妃が彼に贈 った女性 との 問 に で きた

Rangga殿下であり,sekti(霊力)を有す

る者 として知 られたが,大蛇退治ののち亡

くなった｡ 2番 目が Puger王子,第 3子

が Purbaya王子,第 4子 Jayaraga王子,

5子 Juminah王子, 6番 目が第 2代の支

配 者 とな った Pan6mbahan Seda ing

Krapyak (幼名 Si Jolang), 7番 目

Pringgalaya王子, 8, 9番 目は王女であ

った [Meisma版 1941:97-98;Ramlan

1975:7071].

セノパ ティが Pajangの王家か ら譲 り受け

た 3種 の 家 宝 で あ る ゴ ング (Kyai Sさkar

Dさ1ima)･馬の手綱 (KyaiMacanGuguh)･

馬の鞍 (KyaiGatayu)そのほかは,彼の死後

もマク ラム王家の遺産 として伝え られた｡ ま

た,叔父 Jurumartaniがかつて彼に,｢王 ･

父 ･師に刃むか ってはな らぬ｣ と諭 した戒め

を守 り,王 とな った彼 は三つの相談役を大事

に した｡国を治めるうえで困難 に遭遇 した時

の伝道者 (pandita),未来を知 る際の屋 占い師

(ahlinujum),霊力 ･超 自然力 (kasekten)を

望む場合の修験者 (ahlitapa)たちで あ る

[Meisma版 1941:72,96;Ramlan 1975:

53,69]｡

2代 目の Krapyak は,建造物を数多 く残

した という｡ 8-9世紀 に建立された寺 院 に
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囲まれた KutaGedeの塀を建ててもいる.

文学を奨励 し,1612年 (ヒジュラ暦1534年),

D6mak の歴史を書 くように命 じたと,19世

紀の S芭ngkala リス トが述べているという

lRicklefs 1974:14].

RadenMasMartapuraがほんの一時期王

位についたのち, 1613年, MasRangsang

が第 3代 目の (̀Babad'では4人 目の)マクラ

ム王 とな った｡ 称 号 は Kangjさng Sultan

AgungSenapatiingNgalagaNgabdurrah-

manおよび KangjengSultanAgungPrabu

PanditaAnyakrakusumaである. 彼は1628

年 と29年の 2度 Betawi(バクビア)城 にマ

クラムの大軍を送 ったが, オランダ軍 (We-

1andi)に撃退された [Meisma版 1941:139;

Ramlan 1975:93]｡

この戦いが続いていたころ,オランダ軍

は弾薬が尽 きたようすで,ついに砲弾の代

りに糞尿を用いるに至 った｡マクラム軍は

目が肱み,排滑物の臭気 に我慢できなかっ

た｡突然,Sultanの使者が来て,軍が国に

戻 るように伝えたため,マクラム軍は総退

却 した｡

永積教授は,｢この当時細菌弾などあ るは

ずがな く,これはコレラの流行についてのす

こぶる幻想的な解釈なのである｣ と述べてい

る [永積 1977:180]｡

2･ PangeranPuger- 王弟の王位継承

B̀abad' に よ れ ば ジ ャワ暦 1578年 に

SultanAgung が 亡 くな った が,遺 言 に

従 って跡 を継 い だ の が長 男 の Pangeran

AdipatiAryaMataram であり,Kangjeng

Susuhunan MangkuratSenapatiingNga-

1agaAbdurrahmanSayidinPanatagamai

称 した｡史書では Sultan の死は西暦1646年

のこととされるか ら,ジャワ暦では1568年 ご

ろでないと10年近い誤差が生 じることになる

(例 え ば Ricklefs [1981a:44])｡ こ の
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Mangkurat一世の治世は 1677年 (ジャワ暦

1600年)まで続 き,マクラムの王宮は Kuta-

karta か ら Plered に移 った｡王には 5人の

王子があった｡スラバヤの姫 との間に生まれ

た長子以外は,別な女性 との間の子,つまり

Puger王子,Singasari王子,Mertasana王

子,Mustapa王子である [Meisma版 1941:

141,147;Ramlan 1975:95,98]｡

この王は非道の王 として伝え られている｡

そ して,王国に災禍が襲 う有 り様 と遷都の状

況については, 次 の よ うに描 か れ て い る

[Meisma版 1941:154-174;Ramlan 1975:

102-112]｡

日蝕 ･月蝕が しばしば起 こり,乾期にも

雨が降 り,灰の雨さえ降 って地震 もあった｡

毎晩,撃星が現れた｡すべての現象が,マク

ラム国がやがて滅亡することを物語 ってい

た｡王には,自分の治世中,マクラムが建

国 100年を迎える時,国が滅ぶことが分か

っていた｡ そこで,ジャワ暦1600年 (西暦

1677年) 2月18日,王は王族たちとともに

Pleredの王宮を離れ,Imagiriの墓で祈 り

を捧げたのち,西にむかった｡

もぬけの殻 となった王宮を襲 ったのが,

TrunajayA の率いるマ ドゥラ とマカッサ

ルの軍で あ る｡14' 叛徒 Trunajayaは,王

宮に残 っていた王のふたりの妹のひとりを

妻 とした｡逃亡中の王は病気になり,枕 も

とに皇太子を呼んだ｡王は,アッラーの神

の思召 しにより,ジャワには大 きな変化が

起 こること,敵軍に復讐するにはオランダ

東インド会社に援助を求めること,オラン

ダを味方にすれば孫の代には勝利を収める

こと,短剣 ｢キヤイ･バ ラバール｣と槍 ｢キ

ヤイ ･パル｣を形見に譲 ること,自分の死

体は, 芳香の漂 う Tegalの高い土地に埋

14)恐らく事実は逆で,敵軍が王宮を奪ったので,
王族は脱出したのであろう｡
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葬すること,を遺言に残 し他界 した (Sunan

T6galwangiとも呼ばれる)0

皇太子は父の死を欺 き,マタラムの滅亡

が神の意思である以上,自分の望みは王に

なることではな く, 1隻の船を造 ってメッ

カに巡礼する以外にはないと思い込んでい

た｡だがある晩,Banyumasのモスクで寝

ている時,夢をみた｡ 屋根の穴を通 して空

か ら七つの月がまっす ぐ胸に入 り,胸か ら

太陽のように輝 く,短剣の柄はどの子供が

現れた｡ 捕えようとして も無理なので,再

び胸の中に入 ってもらった｡｢Nurbuatの

光｣で満たされた時,彼は王になろうと決

心 した ｡ SusuhunanMangkuratSenapati

il一gNgalagaAbdurrahmanSayidinPa′na-

tagama,通称 Mangkurat 二世 (1677-

1703)の即位である｡

先に,父王より家 宝 の 中 の短 剣 ｢マ-

サ ･ヌラール｣ と槍 ｢キヤイ ･プ レレド｣

を譲 り受け,マクラムをとり戻すことを託

されていた皇太子 の異母 弟 Puger 王子

(PangeranPuger)も,Jenarで夢をみた｡

父が現れ,Jenarで王 となったらマクラム

の国をとり戻せ,と伝えたのち,世を去 っ

た｡Pug6rは,夢枕に立 った父の言葉を側近

に話 し,即位 した｡Jenarを Purwakanda

と改め,Kangjeng Susuhunan Ngalaga

AbdurrahmanSayidinPanatagama と称

した｡父王の象に乗 って全軍を率い,反乱

軍を撃退 して Plered の都を奪い返 した｡

マクラムに再び平和が訪れたの も束の間,

日照 りによる作物の不作 に加え,疫病によ

る高熱で 多 くの人 た ちが亡 くな った｡

PangeranPugerがカルタスラの王宮で,

正式にマクラムの王 として即位 したのはジ

ャワ暦1629年 (1704年)のことであり,那

位は B6tawiの総督の許可を得たうえで行

われた｡称号は,先の称号 KangjengSusu-

hunan のあとに Pakubuwana Senapati

ing を加えたものであり, 通称 1)akubu-

wana一世 (1704-1719) と呼ばれる｡

彼や,彼以後に登場する王 た ちの称 号 に

は,アラブ名に加えてサ ンスクリット語に由

来する名を用いているものがある｡ Pakubtl-

wana,Pakualam は ｢宇宙 ･世界の釘(軸)｣

を意味 し,(H)amengkubuwana,AmElngku-
す

bumiは ｢大地を統べる者｣ の意 で あ る｡

神 々の大宇宙と人間たちの小 宇 宙 を, 間 に

立 った王が結びつけ,王を中心 に して王 宮

(Kraton)さらに王都 (kutagara)があり,檀

轄領 (negara agung) と直轄領以外の外領

(mancanegara)もしくは Pasisirがとり巻

き, 海 外 (Tanah Sabrang) が広 が る

[Moertono 1968:112]｡ このようなジャワ

の王国の空間構造を,神 々の天界 ･冥界,妖怪

や魅魅勉魅や霊たちがうごめ く地界か らなる

｢聖なる｣空間 もしくは霊界が覆 っている｡

霊界を統治できる能力のある者 こそが,真の

聖者･王者なのであった｡その霊なる力 (kase-

kten)は,修業 (tapa),遍歴 (semadi),秘義

(ngelmu)を通 して伝授 されるのみな らず,

天の啓示,夢のお告げなどで運命づけられる

もので もあった [2'bz'd.:45,56]｡

3. 守護霊- 空間を占める神秘なるものた

ち

始祖アダム

｢これは予言者アダム以降のジャワ諸王の

歴史である｣ と B̀abad'は書 き出 し,アダム

-スイス-ヌルチャハヤーヌルアサ-サンヒ

ヤン･ウェニンーサンヒャン･トゥンガルー

バタラ ･グル- と続 く系譜を記 す｡丁ジャワ

年代記｣の冒頭にセム語系神話の人間の始祖

Adam を置いたことは,pujangga によるイ

スラム優位を物語 る｡ 続 く Ntlrはアラブ語,

Cahya はサ ンスク リット語で,ともに ｢光｣

の意｡ Sanghyang は ｢聖なる霊｣,Wening

は ｢純粋な｣,Tunggalは ｢唯一の｣を意味
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す る｡BataraGuru(｢師の神格｣)は, ヒン

ドゥー-イスラムのジャワ宇宙における神 々

の偉大な父である｡

Suralaya という天国に君臨 した Batara

Guru には 5人 の子 が あ った｡ Samba,

Brahma,Maha Dewa,Wisnu (Vishnu),

DewiSri (吉祥天,稲 の女 神) で あ る

[Meisma版 1941: 7; Ramlan 1975:

1]｡

三位一体をなす ヒンドゥー教の 3神 と並ん

で,長男,長女にはジャワ固有の信仰の要素

が混 じっている｡ジャワ島を支配 していたの

が四男 ウィスヌ (称号 PrabuSet｢セ ト王｣)

であった [Meisma 版 1941:7;Ramlan

1975:1]｡天界 ･地界 ･人界をつなぎ,土着

信仰 ･ヒンドゥー (仏教)･イスラムを巧 み

に配分 しつつ,ジャワの起源が語 られた｡ こ

れ以降,王や王都 ･王国の消長が系譜の形で

表現されていく｡

例えば Sajarah Banteyn (『Banten年代

記』)では,アダムの次のスイスまでは上 と

同じであるが,予言者ムハ ンマ ドに至るまで

に34人の予言者の名を列ね,Patimah-Usen

-Jenulabidin-Jenulkubra-Jumadilkubra

-Jumadilkabir-SultanBanilsrailと続け,

最後に ｢9聖者｣の ひ と りで Bant昌n王家

と Cirebon 王家の創始者 で あ る Mahdum

GunungJatiに至る.SajwahBanzeyn(また

は BabadBanteyn) が,GunungJati以降

の王統を述べた年代記である こ とが分 か る

[Djajadiningrat 1913:17]｡この ｢年代記｣

では,半分 (ジャワ語の表現 で は左 の歴 史

〔Pangiwa〕)は ヒンドゥー の神 々や英 雄 た

ちや諸王を扱い, 他の半分 (右の歴史 〔Pa-

nengさn〕)はイスラムの神や 予言者やジャワ

の聖者たちとその子孫を扱 う｡その両方の間

に位置 して左右の列を結ぶのが,ジャワの聖

者の血筋を有する Bantenもしくは Cir6bon

王家 とその子孫たち,およびこの家系 と姻戚
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関係をもつ ジャワの王 た ちで あ る [i'bz'd.:

298]｡｢ジャワ年代記｣の仕組みもほぼ 同様

であるが,作家の pujanggaたちはヒンドゥ

ー教 とイスラム教の二元論よりも,南海の女

神 と SunanKalijagaにみ られるように,固

有の土着信仰 とイスラムとに共感を覚えてい

るようだ [Ricklefs 1981a:38]｡

南海の女神

｢ジャワ年代記｣に登場する最 も重要なマ

クラムの ｢守護神｣が NyaiRaraKidulで

ある｡ Kasekten の分野で土 着 の信 仰 の世

界が提供する霊界の支 配 者 こそ, インド洋

(SさgaraKidul)の女神なのである｡ 現代で

も,ジョクジャの王家には,筏に供物を載せ

てインド洋に流す儀式が伝わっている｡マク

ラムの初代の PanembahanSenapatiと結ば

れ,のちにはすべてのマクラム王たちと結ば

れる NyaiRaraKidulは [Ricklefs 1974:

410],本稿Ⅰト1で述べたように, パ ジャジャ

ラン王国の修行僧 もしくは姫の姿をとること

もあった｡ここではパ ジャジャランの姫は,

後述する BaronSakenderの話にみる通 り,

オランダ人の祖先であるというス トー リーと

も関連が出て くる｡

JuruTaman

セノパティに従 う,皮膚の白い家来 (pana-

kawan)である｡ ｢道化の従者｣ を意味する

Panakawan は,影絵人形芝居 (ワヤ ン) に

登場す る,主人公の仲間であり,滑稽で奇怪

な姿の Semar(スマル) と3人の息子 ガ レ

ン,ペ トル ッ,バゴンを指 して 呼 ん で い る

[Anderson 1965]｡JuruTamanは王 と同 じ顔

形に変える術があって,よく王の妃や妾たち

を編 した [Meisma版 1941:113;Ramlan

1975:81]｡ 王の替玉 ･影武者であったとも

考え られる｡セノパティの子 Krapyak に仕

えたイタ リア人のことではないかとの指摘 も

ある [Ricklefs 1974:399,∩.72]｡ Baron

Sakender のス トー リー中では,千の島々の
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王 (PrabuNgab6sah)の姫の侍女がマ ンゴー

の種か ら産んだ双子のひとり, Kaseber(他

は Suhulman)が JuruTaman だ と記 され

る｡ ふた りは,姫が産んだ双子 に従 う pana-

kawanであった [Z'bid.:399]O霊 としての Juru

Taman の領域は,Pasisir である [Z'bz'd.:

404]｡

光

神 の住む宇宙か ら放射 される白い色を した

球状の光 こそは,天の啓示であ り,王権 の象

徴であった｡ 空な らば太陽 と月,屋 の光であ

る｡ マジャバ ヒ トの最後,光は D6makに飛

んだ｡Dさmakの流れ星 が,将来 Pajang を

支配す る JakaTingkirの上に落 ちた｡Sela

では老人 と老婆 に変身 した 稲 光 が 現 れ た｡

寝ていたセノパ ティにも流 れ星 が 落 ちた｡

Wandanの女,パ ジャジャランの姫,南海の女

神 は ｢燃える子宮を もつ女｣であ り,熱い火の

光を放つ女性を妻 に した男が偉大な王にな り

えた｡王の シンボルか ら光を発す るのをみた

Pug6r侯が王位 につ くようすは,次のように

描写 されている [Meisma版 1941: 260;

Ramlan 1975:158].

ジャワ暦1627年, Mangkurat二世が死

ぬ際,皇太子の許可を得た Pugさr 王子,

AryaMataram 王子,AryaParLular王子

が王に最後の別れを告げている時, Puger

王子は,王の男性 自身が【吃立 し,きらきら

光を放 っているのをみた｡その光を彼が吸

い 込む と,陰茎は萎えて光 も消えた｡ これ

こそ,皇太子が しば らく王 位 につ い た の

ち,死 にゆ く王の弟たる Pug6r 自らが将

来王になることの印であった｡王の死体 は

清め られ,Imagiriに埋葬 された｡

このように直 裁 的 な 表 現 を 用 い て ま で

pujaI一gga が訴えようとしたのほ,オランダ

東 インド会社の支持で 王 位 についた Pug6r

王子 (Pakubuwana一世)の即位が,世襲 に

基づけば皇太子が次期王位を継承す ることか

らみれば ｢変則的｣な ものであったにもかか

わ らず,決 して宇宙の秩序を破壊す るもので

はないと強調す ることであ った ｡ 王統の断絶

を もた らしかねない ｢第 1次継承戦｣ におい

て,Puger侯の王権相続は,神 の摂理にかな う

宿命的で正統な ものであることを表現 し,令

法化す ることが pujanggaの役割であった｡

聖者の墓 ･寺

山や丘 に作 られた聖者たちの墓や王家の墓

や廟は ｢聖域｣であ り,ここに参拝 して幸福

(berkat) を祈願すれば, 生活力を強め, hrLLrS

を蔽 い,福を授 けて くれる功徳があると考え

られた｡Waliたちが建てた Demak のムス

ジッドに 7回参言旨すれば, 1回のメ ッカ巡礼

に相当す るともいわれた [ス トユテル-イム

1942:54,149]｡ Sultan Agung は SLlnan

Tembayat の墓 に 門 や 小 屋 を 作 った り,

Imagiri にある王家の墓を手入 れ した り,

Demak のムスジッドをマクラム王の威信 に

かけて時 々修復 させた｡墓や寺院にはサ ンス

ク リッ ト語 由来 の sekti, アラブ語 由来 の

kむamat(呪力) が宿 って い る の で あ る｡

Merapi山や Lawu山など高い山にも霊の力

が働 く｡聖者や王者の崇拝 には,太古か らの

死者 ･祖先崇拝 および山岳信仰 とのつなが り

が認め られる [同上書 :1491｡

Ⅴ バタ ビアのオランダ (V.0.C.)

- 中心の喪失

1. 大男の暗殺者- オランダ人のイメージ

Irpekhusadiman が Betawiの総督のこ

ろ,Jをparaの東 イ ンド会社 (V.0.C.)の司

令官か ら手紙を受 けとった｡カルタス ラの

王 (Mangkurat三世)は会社 との友好を深

めたいが,亡 き父王が会社 と結んだ約束 ご

とは実行 しないという内容であった｡総督

は直 ちに将校を呼び集め,王を秘密裡に殺

害す ることを決めた｡ひ とりの占い師が 5
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万 リアール (スペイン ･ドル)の金でこの

任に当たることになった｡ この者は脚の長

さだけで 3.75m もある大男で,髪は縮れ

っ毛でばさばさであった｡ある晩,瞬時に

王宮につ くと,王は庭に出ていた｡ぎょっ

とした王は,震え声で,大男が祖父セノパ

ティの影武者の JuruTamanかと尋ねた｡

男は,自分は JuruTaman ではな く,オ

ランダの暗殺者だと名乗 り,王 の居 場 所

を聞いた｡王は身分を明 か さず,叔 父 の

PangeranPugerが王であると出任せをい

った｡いわれた通 り大男が王宮前の広場に

回ると,Pugerが小便を しているところで

あった｡驚いた Pugerが男に,jim (悪霊･

鬼)か syaitan (悪魔)かと尋ねると, 彼

はどちらでもないと答えた｡男が王を殺 し

にきたこと, しかも自分が王だと思われて

いることを知 った Puger は,これぞ天啓

だと悟 った｡全精神を集中 し,呪文を唱え

kasekten を発揮すると, 大男は小さ くな

った｡Pugerは男に,｢来たところに戻れ｡

人 々を苦 しめ るな｡皆 は私 の民だか ら｣
と語 って,男 を追 い返 した [Meisma版

1941:265;Ramlan 1975:160-161]｡

この場面では,オランダ人の暗殺者は鬼の

姿であった｡別な場面では,pujangga たち

はオランダ人の個 人 を, ワヤンの panaka-

wan のように面白い人間としてみな が らも

[Ricklefs 1974:27],何 ごとも迅速 に行動す

るが金 目当てであり, 豚肉を喰い, 宴会を

開けば酔 うまで飲む,女好 きな不信仰 (kafir)

の輩だとも観 察 して いた [Kumar 1979:

196]｡だが, B̀abad'の中には,次に述べる

BaronSakenderのス トー リーのように,オ

ランダ人を真の騎士 ･英雄 として描いたのも

ある｡

2. BaronSakender- V.0.C.の時間的な

定置
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Meisma版には収められてはいないが,ジ

ョクジャ宮廷で1821年に書かれた ｢ジャワ年

代記｣, および 1812年以前に書かれたと推定

できる SeyratSakondar(大英博物館追加稿

本12289号),そ して SeyratSuryaRajaに収

録された B̀aron Sakender' の話がある｡

Pujangga たちの外国人観,ことにオランダ

観を知 るうえで大変示唆に富む｡Ricklefs教

授の著書を参考にして書 き出 してみる｡ まず

Batawiyah (｢ありふれた煉 瓦｣ の意,バク

ビアを指す [Horne 1974;Ricklefs 1974:

376])が ｢南海の｣島に位 置す る こ とが述

べ られたあと,舞台はオランダに移る｡

Nakoda(｢船長｣)なる者には11人 の妻

があり,オランダ名をもつ11人の息子が生

まれた｡ひとりの妻 (SangRetna,NgabeI

sahl5'王の娘) だけは子を産まず,貝殻を

産み落 とした｡貝殻か ら双子が生まれ,兄

を Raden Baron Sukmul, 弟を Raden

BaronKasender と呼んだ｡オランダにい

る Nakoda にはこのことは知 らされなか

った｡16'

西部ジャワのイスラム諸国の継承者,ジ

ャカルタの王子 (PangeranJakarta)がパ

ジャジャランを征服 した 際,姫 た ちの ひ

とりが山に逃げ,そ の地 の修 行 僧 (ajar)

Sukarsiの妻 となった｡月満ちて美 しい娘

を産んだが,王子に奪われて しまった｡ 彼

が娘 と寝ようとすると,子宮か ら煩が生 じ

た｡このため娘はある島に流された｡次に,

Cirをbon の Sultan とマク ラム の Sultan

が娘を連れ出 したが,焔の熱でともに寝る

15)Ngabさsahまたは Abさsahは,Pigeaudによれ
ばアラブ語 aトhabashaに由来し,アビシニア
(ェチオピア)を意味す るという [Ricklefs

1974:388,n.501｡
16)KasenderまたはSakenderあるいはSakondar

は,Iskandar,つまりアレクサンダー大王のこ
とであり,Seyj'arahMc7ayuではマラッカ王国
の始祖である｡
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ことはできなか った｡後者が娘を再び島に

閉 じ込めたため,娘は孤独な悲 しい年月を

過 ごす ことになった｡ 3年後,ジャカルタ

の王子は彼女をオランダ人 に売 った｡

オランダ人か ら, 3台の大砲 と引換えに

娘を買 ったのが,Sukmulであった｡ 1台

目は ｢GunturGeni｣ といいマタラムに,

2台 目の ｢KiPamuk｣は T3al山王rlに, 3

台 目の ｢NyaiSttomi ｣は CirEbon に渡

り,各王家の家宝 となった｡Sukmulは娘

をスペインにある家に連れ帰 った｡やがて

娘は息子 Mur Jangkung17) を産んだ｡

JangktlI一g が成長 し名高い勇 士 とな った

時,母親に自分の出生を尋ねた｡母親は,

自分はスペイン生まれではな く,パ ジャジ

ヤランの姫であ り,その地はイスラム教徒

たちに破壊されて しまったと,マ レー語で

話 した｡話を聞いた彼は,ジャカルタの王

子に復讐 Lにい くと告げた｡彼は15隻の船

に武器のほか,ビール, ワイン,パ ン,宿

を積み込んでジャワに出航 した｡ ジャワに

ついた彼は,ジャカルタの王子やオ ランダ

人たちの歓迎を受けた｡ 彼 らは互 いにマ レ

ー語を話す仲間であった｡だが,彼が備え

ていた大砲の演習で砲弾がジャカルタの王

宮に落 ちた時,王子の怒 りを買い,ジャカ

ルタを去 るように命 じられた｡ Jangkung

は,自分の過失を詫び,商売上の損失を被

るか らこの地を離れる意思のないことを表

明 した｡ 大砲を有するオランダ人たちか ら

離れ,神 の意思に従 って GunungSariに

移 ったのは, 王子 の方 で あ った｡ Jang-

kungは喜び,KutaTai18'と呼ぶ要塞を築

いて復讐 に備えた｡オランダ側 は王子を攻

17)Jangkung(ジャンクン)は,1619年にバタビ
アを建設した第4代総督ヤン･ピーテルスズン
･クーン(JamPieterszoenCoen)を指す｡

18)ホランディア城を指す [Ricklefs 1974:401,
n.83]｡

撃 した｡王子の弟で超能力のあるPurt)ayil

王子がジャカルタの人 々を率いた｡ Jang-

kullg は勝利を収めるこ とが で きな か っ

た｡ スペインの Baron Sukmulは, 忠

子の JallgkuI一g が苦境 に あ る と聞 き,

136tawiに乗 り込んだ. 父親の策は,大砲

に弾丸の代 りに硬 貨 を装 填 し, Gullt111g

Sariにむけて撃つ というもの だ った｡ 計

略通 り,金を拾おうと先を争 って山てきた

ジャカルタの人 々の頭上に,本物の弾丸が

降 り注いだ｡恐れをな した王子は,ジャカ

ルタ南方の山中 に移 り住 ん だ｡ Gunung

Sariはオランダ人 に奪われた｡ い ま や 山

中にこもって超 自然力をもつ宝たちと耐乏

生活を送 る羽 目になった王子は,自分のこ

れまでを振 り返 ってみた｡自らの土地さえ

オランダ人に譲 り渡 し,単なる叛徒にな り

下がった自分の誤ちにや っと気づいた｡己

が Sukarsiの娘をオランダ人に売 り飛ば し

た罪にである｡ SultanAgung以来の不運

に見舞われたいま,やがて自分は死ぬだろ

う｡バタビアのオランダ人の数は増え,徳

らは堀で囲んだ町を造 るなど,着 々とその

目論見を実行 に移 して い る--･[Ricklefs

1974:382-413](Stlkmtllの弟の Kasender

[Sakender〕 はイスラム教的な Ngabesah

の国と,キ リス ト教的なオランダとスペイ

ンの国との両方にまたが る子 孫 で あ り,

Kumpeni｢二V.O.C.〕の設立に関わ ったが,

最後には王位につかず,マクラム王セノパ

ティの家来 として仕えたのち,突然物語か

ら消えて しまう [Z●bz'd.:385-408]) 0

ジャワ人 とオランダ人の関係 は,テクス ト

ごとに徽妙な相違がみ られる. SeyratSurya

Rajaでは,TanahSabrang(外国)の王 とジ

ャワ王 とは兄弟のような問が らである｡ ジャ

ワ人はイスラム教徒であるが,外国人の宗教

は定かではな く,最後に和解 として外国人が

イスラムに改宗す る｡SeyrazSahondarでは,
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上述の ご と く,Sukmul

のオランダ側 とジャカル

タの王子 との衝突で話が

おわっているが,内容か

ら明らかになるのは,王

子が正統な家系の出でな

いの に対 し [Schrieke

1957:281],パジャジャ

ラ ンの 姫 と結 婚 した

Sukmulとオランダ人は

パジャジャランの正統な

継承者であることだ｡つ

まり,Betawi もしくは

ジャカルタを根拠地 とす

るオランダが,パジャジ
図 1 ｢年代記｣におけるジャワとオランダの神秘的

な結びつき

ヤランあるいはプ リアン

ガ ンを含むジャワ西部 (ス ンダ地方) の宗

主であることを認めているのである｡この書

ではジャワ人たちの宗教は強調されていない

が,Sukmulと Kasenderは両親か ら,キ リ

ス ト教の寄せ集めと,イスラム教の血筋を引

いている｡ そ して,Jangkung ことヤン･ク

ーン総督に代表される東インド会社 (V.0.C.)
が,ジャワ島と外国とを結びつけているので

ある｡

ジャワとオランダの関係を以上の物語に沿

って図示すると,図 1のようにな るだ ろ う

[Ricklefs 1974:410]｡

お わ り に

Trunajaya(トゥルノジョヨ)の乱 (1674

-1679),Surapati(スロパティ)の乱 (1686-

1703)ののち,オランダ東インド会社が3度

にわたるマクラム朝の王位継承の争い (第 1

次 〔1704-1708〕,第 2次 〔1717-1723〕,第 3

次 〔1749-1755〕)に乗 じて干渉 した結果, 2

世紀近 く続いた王国が分裂 した｡

都をカルタスラか らスラカルタに移 した
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Pakubuwana二世が, 1743年 Baron van

lmho打総督 と結んだ条約で Pasisir領をすべ

て会社の直轄領として譲 り渡 して以降,マク

ラムはオランダの属国になり下がった｡1749

午,会社は二世の死後,王子を Pakubuwana

三世 (称号 Susuhunan)として即位させた｡

55年,｢ギヤンティの和約｣によって会社は二

世の弟の MangkubumiをAmangkubuwana

一世 (称号 Sultan)として即位させ,ジョク

ジャカルタに都を閃かせ,マクラム王国の半

分を統治させた｡57年,｢サラティガの和約｣

を結んだ会社は,Mangkubumiの甥の Mas

Saidに,三世の髄土の一部を割譲 し,Mang-

kunegara 侯 (Pangeran)を名乗 らせ た0

1813年, ジョクジャの Sultan家 からPaku-

alam 侯 (Pangeran)が出て,Sultan 領の一

部を領 した｡

オランダが確固たる植民地支配を築 き上げ

ていく18世紀, Pakubuwana 二 世 の治世

(1720-1749)に近世ジャワ語文学が芽吹いた｡

ジョクジャの Babad Kraton が書かれたの

は, Amangkubuwana 一世の治世 (1755-

1792)であり, ソロの 『大 Babad』 が完成
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したのは,Pakubuwana 七世の治世 (1830-

1858) のことであった｡

マク ラム王国が寸断され,ほぼその息の根

を止め られた時に,宮廷芸術が栄えた理由は

何であろうか｡打 ち続 く内紛 と戦乱の中で,

数 々の 責 重 な ものを失 った ジャワ貴 族 た ち

は,権力 に対す る誇 りも大 きく傷つ･けられた｡

外圧 によって物理的 ･肉体的に狭い領域 に封

じ込め られるという,時代的 ･空間的な閉塞

状況,すなわち鎖国状態の中に自らを置いた

のである｡ かつては世界の中心であったマク

ラムが,バク ビアを中心 とす る粗野で無信仰

の輩 に よって 包 摂 されて しまった｡ とすれ

ば,過去の栄光を とり戻 して,世の中心 とな

る手段は,文芸の中に しか残 されていない｡

植民地権力の政治的 ･経済的な統制 による分

裂王国の相対的な安定の中で,道徳的な頚廃

と堕落を目の前に して,この状況か ら心理的

な脱却をはかることを模 索 す る者 もあった

の で あ ろ う [Kartomi 1973:28]｡一 方,

pujangga たちによる古典文学の近世 ジャワ

語への翻訳 と,各地 に伝わる説話を収集 して

王朝物語 に仕立てるという年代記類の創作に

は,紙の製造 も大 きな貢献を しているはずだ

lRicklefs 1976:343]｡ 自らが文化の中心で

す らな くなるとい う危機意識 と,文化上の代

償行動が,のちの ｢文芸復興｣を産み出 した

原動力であると思われる [Ricklefs 1974:

188]｡

荒唐無稽 ともみえる ｢年代記｣ には,隠喰

もしくは隠された情報 (pralambang, pase-

mon) の形 で しか 意 図 を伝え られなか った

pujangga たちの屈折 した心理 と,このよう

な状況の中だか らこそ,時間的 ･空間的に浮

遊す る神話的な物語の世界に心のよりどころ

を見出 し,王国の再統一を願 う宮廷人たちの

心情が隠されている｡ こう考えるな ら,言霊

信仰 に裏打 ちされ,各王家の家宝 として代 々

伝え られた ジャワの ｢年代記｣は,王朝の伝

銃的世界観 (中近世 ジャワ人の歴史哲学)を

探 るうえで豊富な知識を提供す る情報源なの

である｡

主要参考 ･引用文献

Anderson,BencdictR･0･G･1965･ MythoZobOyand

theToleranceoftheJazノane∫e. Ithaca:Cornell

University.(Monograph)

Babad Ta71ah Djawz● l'n Proza Jayaa71∫Che

Ge∫chlledem'S･ 1941･ Translated by W.L.

01thof･'S-Gravenhage:M.Nijhoff.

Babad T anah Djawz'- Poemlka Serat Babad

Ta7Zah Djawl'Wiwz'z Sahz●71t,OINabi Adam

DoemoegiIng T aoen1647. 1941.Transcribed

byW･L.01thof. 'S-Gravenhage:M.Nijhoff.

(本文中では Meisma版と表記する)

Babad Tanah Jazua･ 1975.Translated by M.

Ramlan･KualaLumpur:DewanBahasaDan

Pustaka. (本文中ではRamlanと表記する)
Berg,C.C.1965.TheJavanesePicLureoftheP.1St.

In AnJntroduclz'onto771done∫Z'an Hz'∫lor10g-

raP々 γ,edited by SoedjatmokoetaZ.Ithaca:
CornellUniv.Press.

Djajadiningrat,Hoesein.1913. Crf■tz-∫CheBe∫chou-

wz'ng乙･andeSa471arahBante7t. Haarlem:Joh.
EnschedeenZonen.

Geertz,Clifford.1964. TheReZz女ionofJaya.New
York:TheFreePressofGlencoe.

TheUniv.ofChicagoPress.

Graaf,汁.∫.1965. LaterJavaneseSourcesand

HistorlOgraPhy. InAnJnfroductl'ontoJndo-

ne∫ianHz'StOrZlog7･aP力′,editedbySoedjatmoko
etaZ. Ithaca:CornellUniv.Press.

Graaf,H.∫.;andPigeaud,Th.1974. DeEerste

MoslimseVorstendommenopJava. In Ver-

hande/t●nge7169. 'S-Gravenhage:M.Nijhoff.

Horne,E.C.1974.Jaz,a7te∫e-E71gZi∫hDiclz'onary･

New Haven;London:YaleUniv.Press.

Johns,A.Il.1961. Sufism asaCategoryinlndo-

nesian Literature and History.Jour7ZaZ of

Southea∫tA∫ianHiSlory 2(2).

Kartomi,M.Jl1973. MatjaPatSong∫Z'nCentral

and We∫tJag,a. Canberra:A.N.U.Press.

Knappert,Jam.1977. Myth∫andLege71dsofJndo-

ne∫l●a.KualaLumpur;Singapore:Heinemann

EducationalBooks(Asia).

Kumar,Ann.1979.JavaneseHistoriography in

andorthe C̀olonialPeriod':A CaseStudy.

InPercepzt'on∫QFthePa∫linSouthea∫zA∫ia,

51



東南アジア研究 22巻 1年

editedbvAnthonvRciJandDavidMarr･Singa-

pore:IIIeinemannEducationalBooks(Asia).

Moertono,Soemarsaid.1968. SzateandStatecraft

t'7ZOZdja/㍗α. IthilCa:C,ornellUniv.(Mon0-

graph)

Pararazon･1965･ Translated by Hardjowardojo･

Jakarta:Bhratara.

Pigeaud,Th･G.Th.1960-1963./tZualntheFour-

tee711h Century. 5 Vols. The I-rague:M.

Nijhoff.

･1967-1970･ JJ.lera/u,req//azJa･3Vols.

TheIlague;IJCiden:M.Nijhoff.

Pigcaud,Th･,:andGraaf,ll.J.de.1976. Islamic

StatesinJava1500-1700. InVerhandeh●ngett

70･ TheHague:M.Nijhofr.

Prabandarul1975･Jaha Tt'ngkl'rdan Senapatz'.

Jakarta:PustakaJaya.

Prz●mbo,IAZmanah 191012011.1979. Sema･rang:

SekretariatEmpehWongKam Fu.

Ricklefs,M.C.1972. A ConsiderationofThree

VcrsionsoftheBat,adTanahDjawi. Bulletin

QFtheSchoolofOrl'e71taZa71dAjn●canStudie∫

35(Part2). lJOndon.

kubum3'1749-1792. Lon:ion.

ofModern Javanese History. In Southea∫t

A∫ian Ht'∫lory and H2'∫t"iograP句′.Cornell
Univ.Press.

ne∫Z■a. London:Macmillan.

and Nineteenth Centuries. In A Hz'sto7:yOf

Sozdh-Ed∫tA∫Z'a,edited by D.G.E.Hall.
Fourth Edition. London:九lacmillan Press.

Salam, Solichin. 1963. Sebttar Wah'Sa7Zga.

¶etakanKedua.Jakarta:Penerbit"Menara"
Kudus.

Schrieke,B.1957. 1ndo7te∫Z.anSoczlozogzlcaZStudie∫.

PartTwo. TheHague;Bandung:W.van
Hoeve.

Soekmono,R.1973･ PengantarSy'arahKebuda-

yaan Indone∫ia. Jilid Ketiga. Jakarta:

YayasanKanisius.

Srりacat･1975･AjiSaka- AncientChronological

SystemsinIndonesia. TheIndone∫iaTz'me∫.

Feb.25,1975.

Sriwil)awa,Sugiarta.1976. Babad TanahJawa.

Jilidi-2･ Jakarta:PustakaJaya.

Supomo,S･19791 TheImageofMajapahitinLater

52

Javanese and Indonesian Writing. In Per-

(.ePtt'OnsefthePa∫lz●nSouzhea∫/A∫Z'a,editedby

Anthony Reid and Da､-id Marr.Singapore:

Heinemann F,ducationalBooks(Asia).

UkaTjandrasasmita,ed.1977. Se/'arahNa∫l-onL71

Jndo71e∫ia /77. Jakarta:BalaiPustaka.

カッシーラー,エルンス ト.1972. 『言語と神話』

岡 三郎 ;岡 富美子(釈). 国文 社. (原 著

Cassirer,Ernst. 1925.SpracheundMytho∫.

Leipzig:B･G.rreubner･)

エ リア-デ,M.1971.『イメージとシンボル』前田

耕作(釈).せりか書房.(原著 Eliade,Mircea.

1952. 7mage∫etSymboZe∫- E∫∫ai∫∫zLrZe

Symboh'∫meMagz-co-reJなieux. Paris:Galli-

mard.)

生田 滋.1974.｢東南アジアの建国神話｣『日本神

話の比較研究』法政大学出版局.

語』大修館.

いて｣『古代日本文化の探求- 古事記』 社会
思想社.

-- .1977b.｢地の涯の王国｣『アジアと日

本人』研究社.

カーメンスキィ,C.1980. 『神話学入 門』菅原邦

城 ;坂内徳明 (釈).東京大 学 出版会.(原著
cTEBJIHHIKAMEHCKHn, 爪.H. 1976.

MH¢･JleHIIHrpaA:H3AaTeJIbCTBOHayIくa･)

リー ･クーン･チョィ.1979. 『インドネシアの民

俗』伊藤雄沢(釈).サイマル出版会.(原著 Lee

KhoonChoy.1977. 7ndone∫iabetweenMyth

andReality.

馬淵東一.1976.

思想社.

真木悠介.1981.

永積 昭.1977.

13)講談社.

フィリップソン,

論』広川洋一

Singapore:FederalPublications.)

『馬淵東-著作集』第 3巻.社会

『時間の比較社会学』岩波書店.

『アジアの多島海』(世界 の歴史

P･1979. 『ギ リシャ神話の時間

; 川村宣元 (釈).東海大学出版

会.(原著 Philippson,Paula.1944.Unter-

∫uchungen ilber den Grz'echz'∫chen Mytho∫.

Ziirich.)

ス トユテル-イム.1942. 『回教と蘭印群島』高村

東介(釈).生活社. (原著 Stutterheim,W.F.

1935･DeIslame71ZzjnKom∫loPdenArch少eZ.

Leerboek der /ndz'sche CuZtuurge∫chz'edem'S.

Vol.3.)

土屋健治.1982. 『インドネシア民族主義研究』創

文社.


